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○人口・世帯数（平成19年9月末現在）

　男

　女

合　計

世　帯　数
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第53回　対馬島民体育大会…

婦人がん検診日程表……

ヘルスメイトコーナー…

第３回 対馬市議会定例会…

対馬ちんぐ音楽祭2007…

AEDを公共施設に設置……

トップ目指して　　厳原中学校運動会（9／20）�

No.44

名選手を前に全力で走塁�
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◎
９
月
１
日
付
　
異
動

　
※
氏
名
後
の（
　
）は
、旧
所
属

【
市
長
部
局
】《
市
民
生
活
部
》【
税

務
課
】（
収
納
対
策
室
）▽
係
長
＝

内
山
博
晴（
上
対
馬
支
所
住
民
生

活
課
）《
建
設
部
》▽
理
事（
北
部

建
設
事
務
所
担
当
）・
昇
任
＝
長

谷
川
洋
蔵（
上
対
馬
支
所
地
域
振

興
課
長
）《
上
県
支
所
》▽
住
民
生

活
課
長
＝
宮
川
平
八
郎（
保
健
部

健
康
推
進
課
）《
上
対
馬
支
所
》▽

地
域
振
興
課
長
＝
糸
瀬
良
久（
上

県
支
所
住
民
生
活
課
長
）

◎
10
月
１
日
付
　
異
動

【
市
長
部
局
】《
市
民
生
活
部
》【
市

民
課
】▽
主
任
＝
稲
垣
敏
弥（
豊

玉
支
所
住
民
生
活
課
）《
保
健
部
》

【
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
】▽
主

任
＝
菅
野
円（
上
県
支
所
住
民
生

活
課
）《
豊
玉
支
所
》【
住
民
生
活
課
】

▽
副
参
事
＝
小
宮
明
美（
上
県
支

所
地
域
振
興
課
）《
上
県
支
所
》【
地

域
振
興
課
】▽
主
任
＝
原
智
佳（
市

民
生
活
部
市
民
課
）

�

◎
８
月
31
日
付
　
退
職

▽
初
村
重
政（
市
民
生
活
部
税
務
課
）

◎
９
月
30
日
付
　
退
職�

▽
皆
川
純
子（
総
務
部
職
員
課
）
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乗
合
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
協
議

　

平
成
19
年
度
　
第
１
回
対
馬
市
地
域
交
通
検
討
委
員
会

　
住
民
の
生
活
に
必
要
な
バ
ス
等

の
旅
客
運
送
に
つ
い
て
検
討
し
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
つ
い
て
協
議
す
る

対
馬
市
地
域
交
通
検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
第
１
回
目
の
会
議
が

対
馬
市
役
所
で
９
月
７
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
市
内
の
旅
客
運
送

業
者
や
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

20
名
の
う
ち
16
名
が
出
席
し
、
市

長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
後
、

事
務
局
か
ら
乗
客
数
の
減
少
に
直

面
し
て
い
る
乗
合
バ
ス
の
現
状
と

合
併
以
降
に
実
施
し
た
ダ
イ
ヤ
改

正
の
経
過
、
11
月
に
改
正
予
定
の

路
線
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
協
議
で
は
、
通
学
に
影
響
の
あ

る
路
線
に
つ
い
て
は
、
再
度
、
運

行
時
間
に
つ
い
て
学
校
側
の
意
向

を
聴
取
し
実
施
し
た
方
が
い
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
再
度
学
校
側

の
意
向
を
聴
取
し
ダ
イ
ヤ
を
改
正

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
唐
崎
岬
線
（
仁
位
〜

廻
）
及
び
仁
位
・
小
鹿
線
（
仁
位

〜
浦
底
〜
小
鹿
）
の
２
路
線
に
つ

い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き

時
間
を
有
効
利
用
し
て
運
行
す
る

市
運
営
有
償
旅
客
運
送
の
検
討
路

線
と
し
て
委
員
会
内
に
作
業
部
会

を
設
置
し
、
今
後
運
行
時
間
や
料

金
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
異
動�

�
平成19年 第３回　対馬市議会定例会�平成19年 第３回　対馬市議会定例会�

　
平
成
19
年
第
３
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が
９
月
18
日
か
ら

28
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
歳
入
歳
出
総
額
に
２
億
３

７
０
０
万
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
予
算
総
額
が
２
９
３
億

４
７
０
０
万
円
と
し
た
平
成
19
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
を
は
じ
め
65
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
請

願
１
件
、
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。



　
弁
護
士
過
疎
対
策
と
し
て
、
長

崎
県
弁
護
士
会
が
平
成
17
年
９
月

に
開
設
し
た
弁
護
士
を
常
駐
さ
せ

る
公
設
事
務
所
で
あ
る
「
対
馬
ひ

ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」
の
初

代
所
長
の
大
出
夏
海
弁
護
士
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
廣
部
俊

介
弁
護
士
が
着
任
し
ま
し
た
。

　
廣
部
弁
護
士
は
埼
玉
県
出
身
の

32
歳
で
、
早
稲
田
大
学
法
学
部
を

卒
業
後
、
東
京
都
職
員
と
し
て
２

年
間
三
宅
島
に
勤
務
。
そ
の
後
、

埼
玉
で
勤
務
弁
護
士
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

　
法
的
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
行
き

届
い
て
い
な
い
地
域
で
こ
そ
、
や

り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
が
で
き
る
と

の
思
い
と
、
三
宅
島
勤
務
の
時
に

島
の
人
の
あ
た
た
か
さ
や
自
然
の

中
で
生
活
す
る
素
晴
ら
し
さ
を
経

験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
対
馬
へ
の

赴
任
を
希
望
し
た
そ
う
で
す
。
す

で
に
８
月
か
ら
対
馬
入
り
し
相
談

な
ど
を
受
け
る
中
で
、
「
対
馬
に

は
た
く
さ
ん
の
法
的
需
要
が
あ
り

中
で
も
多
重
債
務
の
問
題
は
深
刻

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
初
代
所
長

が
築
い
て
き
た
事
務
所
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
対
馬
の
人
の
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。
２
年
間
の
任
期
中
、
対

馬
唯
一
の
弁
護
士
と
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
仕
事
以
外
で
は

国
境
マ
ラ
ソ
ン
出
場
や
、
カ
ヤ
ッ

ク
、
釣
り
な
ど
を
体
験
し
て
み
た

い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
２
年
間
所
長
を
務
め
た

大
出
弁
護
士
は
退
任
に
あ
た
り
、

「
無
事
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
な
り

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
「
対
馬
に
弁
護
士
が
い
て
く

れ
て
助
か
っ
た
」
と
い
う
感
謝
の

言
葉
も
頂
け
た
こ
と
も
あ
り
、
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
札
幌

で
弁
護
士
活
動
を
行
う
そ
う
で
す
。
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対馬市厳原町今屋敷778　NTT厳原ビル１階

　　　　　☎0920（52）9229

《開所時間》毎週月～金（祭日除く）

　　　　　９時30分～17時30分

※ご利用の方は、電話での予約をお願いします。

　日本各地を回り交通安全を呼びかける「全国交

通安全キャラバン隊」の長崎県出発式が９月10日、

対馬市役所で開かれました。式には、対馬南交通

安全母の会の会員や、厳原幼稚園の園児ら150名が

出席する中、内閣府特命担当大臣からキャラバン

隊の倉光長崎県交通安全母の会連合会会長に託さ

れた「世界一安全な道路交通の実現に向けた対策

の積極的な推進をお願いします」と記された交通

安全メッセージが、対馬市長や対馬地方局長、対馬南警察署長に手渡されました。

　その後、キャラバン隊16名はパトカー、白バイを先頭に国道を通って上県町まで沿道広報を行いながら、

途中、美津島北部小学校で児童たちに交通安全啓発資料を配付し、白バイやパトカーの見学会を行いました。

　同キャラバン隊は、全国と長崎県の交通安全母の会連合会による主催事業で、交通安全意識の高揚と事故防

止を目指し毎年行われています。８月20日に東京を出発したキャラバン隊は、全国を７コースに分けて活動

を行い、九州では鹿児島県をスタートし、９月７日に佐賀県から長崎県へ引き継がれました。　　　

９月10日、美津島町のホテルで開かれた事務所引継式で�
　　　　　　　　　　　　　　　　　握手を交わす関係者�
中央左が廣部俊介弁護士、右が大出夏海弁護士�

倉光会長よりメッセージを受け取る松村市長�

「対馬ひまわり基金法律事務所」に
　　後任弁護士 廣部俊介さんが着任

対馬ひまわり基金法律事務所�

交通安全を呼びかける
　全国キャラバン隊が対馬を訪問
交通安全を呼びかける
　全国キャラバン隊が対馬を訪問
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　ボーカルの清竹さん（中央）とギターのマ
ッチョさん（右）は上対馬町出身です。�
　今年は待望のファーストアルバム「ムスウ
ホシテントウ」を全国発売。リーダーのマッ
チョさんは「対馬の人のあたたかさを曲に書
いています。ぜひ聴いてください」と話して
いました。�

音
楽
を
通
し
て
日
韓
両
国
の
交

流
を
深
め
る
「
対
馬
ち
ん
ぐ

音
楽
祭
」
が
８
月
25
日
、
美
津
島

町
の
対
馬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
に
は
、
日
本
側
か
ら
お

な
じ
み
の
小
室
等
さ
ん
を
は
じ
め

今
回
は
、「
港
の
ヨ
ー
コ
・
ヨ
コ
ハ

マ
・
ヨ
コ
ス
カ
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト

曲
で
知
ら
れ
る
宇
崎
竜
童
さ
ん
と

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
鬼
嫁
日
記
」
の

主
題
歌
で
有
名
に
な
っ
た
女
性
バ

ン
ド
の
「
中
ノ
森
B
A
N
D
」
が

初
参
加
。
加
え
て
対
馬
出
身
者
を

メ
ン
バ
ー
に
含
む「H

i

‐C
L

A
S

S

」

が
昨
年
に
引
き
続
き
出
演
し
、
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
「C

A
N

D
Y

B
O

X

」
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
韓
国
側
か
ら
は
イ
・
ス

ン
ヨ
ル
、
「M

y
A

u
n

t
M

ary

」

の
２
組
の
実
力
派
が
参
加
。
ま
た
、

６
月
に
釜
山
市
で
開
か
れ
た
日
本

歌
謡
大
会
（
日
本
領
事
館
・（
社
）

釜
山
韓
日
文
化
交
流
協
会
主
催
）

で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
ム
ン
・
ス

ジ
ン
さ
ん
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演

し
、
日
本
の
歌
謡
曲
を
熱
唱
し
ま

し
た
。

■
観
客
の
あ
た
た
か
い
声
援
が�

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
励
ま
す�

　
今
年
の
夏
を
象
徴
す
る
か
の
よ

う
に
暑
い
一
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
１
５
０
０

人
の
観
客
の
熱
気
も
あ
り
、
ス
テ

ー
ジ
で
は
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
ラ
イ
ブ
を

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
出

演
者
た
ち
を
、
観
客
は
と
き
お
り

立
ち
上
が
っ
て
声
援
を
送
り
、
手

拍
子
で
励
ま
し
ま
し
た
。
観
客
の

反
応
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
口

々
に
「
対
馬
の
人
た
ち
は
あ
た
た

か
い
」
「
対
馬
サ
イ
コ
ー
」
と
笑

顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

■
12
回
続
い
た
音
楽
祭

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
連
続
出
演

し
て
い
る
小
室
等
さ
ん
は
ス
テ
ー

ジ
で
「
日
本
が
一
番
仲
良
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
韓
国
。
韓

国
の
人
た
ち
を
あ
た
た
か
く
迎
え

て
12
年
も
音
楽
祭
を
続
け
ら
れ
た

こ
と
は
、
音
楽
を
通
し
て
仲
良
く

な
れ
る
こ
と
を
対
馬
の
人
た
ち
が

証
明
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
仲
良

く
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
こ
の
音

楽
祭
が
す
ご
い
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
語
り
、
音
楽
祭
を
支
え

て
き
た
日
韓
の
観
客
た
ち
や
、
ス

タ
ッ
フ
を
激
励
し
ま
し
た
。

対馬出身者が�
活躍するバンド�
�

観客席の様子�

音楽祭のフィナーレ　出演者全員がステージに上がり、音楽祭のオリジナル曲「ちんぐソング」を熱唱�

対馬ちんぐ音楽祭 2007�
�海峡に響いた日韓の歌声�

Hi-CLASS
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９
月
17
日
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
勝
田

友
彰
さ
ん
と
視
覚
障
害
者
音
楽
家
穴
澤

雄
介
さ
ん
に
よ
る
「
君
に
と
ど
け
た
い

愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
対
馬
」
が
対
馬
市

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
と
障
害

者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
勝
田
さ
ん
が
97
年
か
ら
全
国
各
地
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
視
覚
障
害
を
持
ち

な
が
ら
プ
ロ
の
音
楽
家
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
穴
澤
さ
ん

が
伴
奏
を
務
め
る
中
、
勝
田
さ
ん
ら
テ

ノ
ー
ル
歌
手
に
よ
り
「
故
郷
」
「
夏

の
思
い
出
」
な
ど
の
日
本
の
名
歌
と
、

「
オ
ー
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
「
帰
れ
ソ

レ
ン
ト
へ
」
な
ど
の
世
界
の
名
曲
が
披

露
さ
れ
、
ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
厳

原
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
が
息
の
あ
っ
た
合

唱
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
高
校
の
時
か
ら
徐
々
に
目
が
見
え
な

く
な
っ
た
と
い
う
穴
澤
さ
ん
は
、
盲
学

校
で
明
る
く
活
発
な
同
年
代
の
障
害
者

た
ち
と
出
会
い
勇
気
づ
け
ら
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
し
、
「
目
に
障
害
を
持
っ

た
こ
と
が
い
ろ
ん
な
意
味
で
自
分
に
は

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
が
起

こ
っ
て
も
プ
ラ
ス
思
考
で
明
る
く
楽
し

く
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
客
席
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
、
ま
た
演
奏
で
は
バ
イ
オ

リ
ン
の
美
し
い
音
色
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
に
響
か
せ
て
、
観
客
か
ら
盛
大
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　イタリア料理と音楽を楽しむイベント「イタリアンと
真夏のライブ」が８月26日の夕方、小茂田浜神社（厳原
町小茂田）で開かれました。島おこしを目的に住民たち
でつくる「食楽イベント実行委員会」が主催したもので、
会場では福岡からきたバンド「ONE SOUL LOVERS」
らが演奏を行い、福岡からきた一流のシェフが鹿、イノ
シシ、新鮮な魚介類といった地元の食材を使ってイタリ
ア料理をふるまいました。
　会場に集まった約150名の観客は、料理に舌鼓をうち
ながら、バンドの演奏と静かな夕暮れのひとときを楽し
んでいました。　

　８月25日、諫早市で開かれた長崎県中学校総合体育大会新人大会で、１
年男子100ｍハードルに出場した久田中学校の松村晋一郎くんが、従来の
大会記録を0.15秒更新する16秒03の新記録で優勝しました。
　小学５年生の頃に本格的に陸上を始めたという松村くんは、６年生の時
には80mハードルで県大会優勝を果たすなど素質に恵まれているうえ、天
候の悪い日以外は毎日、放課後に１時間半ほど練習する努力家です。
　大会を振り返り「優勝が目標だったのでとてもうれしいです。新記録に
は驚いています」と話していました。また、10月に横浜市で開かれるジュ
ニアオリンピックに対馬からは唯ひとり出場予定で、「目標は準決勝進出。
対馬の名に恥じないようにがんばりたい」と抱負を語りました。

健
常
者
と
視
覚
障
害
者
の
音
楽
家
が
共
演�

　
君
に
と
ど
け
た
い
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
対
馬�

松村晋一郎くん（久田中１年）が、長崎県新記録で優勝
【県中総体新人大会　１年男子100ｍハードル】�
　　　　　　　　　ジュニアオリンピックに出場決定�

　小茂田浜神社でイタリア料理と音楽を楽しむ
「イタリアンと真夏のライブ」�

勝
田
友
彰
さ
ん
（
前
列
中
央
）
と
、�

穴
澤
雄
介
さ
ん
（
左
）�
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対
馬
市
で
は
、
心
臓
突
然
死
に
対
す
る
救
命
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
の
た
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
市
役
所
を
は
じ
め
、
他
の
公
共
施
設
な
ど
合
計
９
カ
所
に
設
置
し

ま
し
た
。�

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
正
常
に
戻
し
、
回
復
さ
せ

る
医
療
機
器
で
す
。
心
停
止
の
多
く
は
心
室
細
動
（
心
臓
の
筋
肉
の
け
い
れ
ん
）
が
原
因
と
考
え

ら
れ
、
心
室
細
動
に
な
る
と
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、
血
液
を
全
身
に
送
り
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傷
病
者
に
対
し
て
の
応
急
手
当
と
し
て
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
加
え
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
一
般
市
民
に
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
速
や
か
な
救
命
処
置
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
の
知
識
を
学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
救
急
医
療
週
間
（
９
月
６
〜
12

日
）
に
合
わ
せ
、
救
急
医
療
と
救

急
業
務
に
対
す
る
住
民
の
理
解
と

知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
対

馬
市
消
防
本
部
に
よ
る
救
急
車
出

場
訓
練
が
９
月
10
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
一
日
救
急
隊
長
に

（
株
）
新
出
光
厳
原
支
店
の
村
岡

準
一
さ
ん
（
47
）
が
、
一
日
指
令

室
長
に
は
同
店
の
村
田
和
久
さ
ん

（
41
）
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、

交
通
事
故
が
発
生
し
け
が
人
が
で

た
と
の
想
定
で
、
通
報
を
受
け
て

か
ら
救
急
車
出
場
、
患
者
を
対
馬

い
づ
は
ら
病
院
へ
搬
送
す
る
ま
で

の
一
連
の
行
程
が
、
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
の
中
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
対
馬
市
消
防
本
部
の
発
表
に
よ

る
と
、
平
成
18
年
中
、
対
馬
市
の

救
急
出
場
件
数
は
1
3
6
2
件
で
、

一
日
平
均
約
４
件
。
全
搬
送
人
員

の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占

め
る
割
合
は
54
・
8
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
救
急
車
要
請
か
ら
現
場

到
着
ま
で
の
平
均
所
要
時
間
は
、

約
9.6
分
で
、
同
じ
く
救
急
車
要
請

か
ら
医
療
機
関
へ
収
容
す
る
ま
で

の
平
均
所
要
時
間
は
、
約
37
・
5

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
対
馬
市
消
防
本
部
に
は

救
急
救
命
士
20
名
を
含
む
73
名
の

職
員
が
救
急
隊
員
の
資
格
を
有
し

て
お
り
、
救
急
自
動
車
は
７
台
を

保
有
し
て
い
ま
す
。

通信指令室で機器の説明を受ける�

　　　　　一日救急隊長・指令室長の２人�

一日救急隊長・指令室長を任命し
救急車出場訓練

ＡＥＤの設置場所（９ヵ所）�

対馬市役所本庁（本館２階南福祉保健センター）
　　美津島支所（１階住民生活課）�
　　豊 玉 支 所（１階ロビー）�
　　峰　支　所（１階ロビー）�
　　上 県 支 所（１階北福祉保健センター）�
　　上対馬支所（１階住民生活課）�

対馬市交流センター（１階管理室）�
厳原港ターミナル（１階発券所）�
比田勝港ターミナル（１階発券所）�

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
、

　
　
市
役
所
な
ど
公
共
施
設
９
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
　

　　［問い合わせ］対馬市健康推進課　☎0920(58)1116

今回配備されたAED（上）と豊玉支所１階ロビーの設置箇所（矢印のところ）�



　韓国釜山市の釜慶大学校の学生20名が、８月24日か
らの３日間、対馬でホームステイしました。
　同大学によるホームステイは今回で６回目。厳原、
美津島の有志でつくる「つしまハッピーステイの会」
が受け入れました。
　学生たちは２人ずつ10家庭に宿泊して日本の生活文
化にふれ、ホストファミリーらと親しい交流を行いました。
　滞在中ホストファミリーから対馬各地を案内しても
らったという日本語日文学科２年のキム　スミさん（19）
は、「対馬はいくところすべて自然が美しかったです。
ホストファミリーと花火を楽しんだことが一番印象に
残っています。きれいな浴衣も着ました。ぜひまた対
馬に来たいです」と話し、心から交流を楽しんだ様子
でした。

　５月31日に鹿児島県から沖縄県に向けて出港し、その後行方
不明となった漁船「大丸」（乗組員３名）の捜索に協力したと
して、９月21日、対馬無線漁業協同組合対馬漁業用海岸局に第
十一管区海上保安本部長から感謝状が贈られました。
　対馬漁業用海岸局は、燃料切れで漂流中の漁船が発信する途
切れ途切れの救難通報を傍受し、その内容を海上保安庁へ情報
提供したことで、早期発見と乗務員の救助につながったもので
す。これにより「大丸」は、捜索開始から３日後の６月４日に
無事発見され、乗組員全員が救助されました。
　同海岸局は、対馬地区の漁業者に市況や天気予報などの様々
な情報を提供するために、５名の職員で交代しながら年中無休、
24時間体制で運営されています。
　なお、全国には同様の無線局が約600局あるそうです
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今
回
の
研
究
会
で
は
、
「
一
人

で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
頃
市
内
で

救
急
医
療
に
携
わ
る
関
係
者
が
、

対
馬
の
救
急
医
療
の
現
状
に
つ
い

て
発
表
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
研
究
会
で
は
、
出
席
者
が
「
対

馬
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
現

状
」
や
「
対
馬
市
の
救
急
搬
送
の

現
状
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
こ

の
中
で
、
昨
年
12
月
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
た
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
従
来
の
自

衛
隊
ヘ
リ
と
比
較
し
手
続
き
が
簡

略
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
搬
送
要

請
か
ら
出
動
ま
で
に
か
か
る
時
間

が
約
６
分
と
、
大
幅
に
時
間
短
縮

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
医
療

設
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
等
で
患

者
の
容
体
の
急
変
に
も
対
応
で
き

る
反
面
、
夜
間
飛
行
が
で
き
な
い

こ
と
や
搬
送
先
が
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
に
限
ら
れ
る
な
ど
の
マ
イ
ナ

ス
面
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
４
月
か
ら
島
内
の

住
民
に
対
し
救
命
処
置
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
る
対
馬
一
次
救
命

処
置
（
B
L
S
）
普
及
会
が
活
動

状
況
に
つ
い
て
発
表
し
、
現
在
ま

で
に
同
会
が
実
施
し
た
一
次
救
命

処
置
講
習
に
島
内
の
1
4
0
0
名

余
り
が
受
講
し
た
こ
と
を
報
告
。

し
か
し
、
こ
の
数
は
島
内
人
口
の

４
％
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
普
及
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　救急医療週間(9月6日～12日）にちなみ、
対馬市医師会、対馬保健所、対馬市消防本
部主催による平成19年度対馬救急医療研
究会が、９月８日、対馬市交流センターで
開催されました。�

釜慶大の学生20名
　　ホームステイで対馬を楽しむ

感謝状を手にする対馬無線漁業協同組合の�
中島隆三組合長（中央）�

漂流漁船の捜索に協力　海上保安本部より表彰　
　　　　　対馬無線漁業協同組合対馬漁業用海岸局�

�

救急医療の現状に
　　　　　ついて意見交換
平成19年度　対馬救急医療研究会�

プギョン
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　平成９年に開設され、ヤマネコセンターの愛称で親しま
れている上県町佐護の対馬野生生物保護センターで９月２
日、開設10周年を記念する「ありがとうヤマネコ10周年
感謝の集い」が開かれました。
　午前10時から開かれた式典では、開会行事に続き同セ
ンターの運営や発展、野生生物保護思想の普及等に功労が
あった２団体と27個人に環境省から感謝状が贈られました。
　続いてツシマヤマネコ保護活動の紹介として、同センタ
ーの10年間の歩みと、ボランティアでヤマネコの保護活
動を行っているツシマヤマネコ応援団、ＮＰＯ法人どうぶ
つたちの病院の取り組み等が発表されました。
　その後、記念講演としてテレビコマーシャル等でおなじ
みの生物生態写真家栗林慧さんが「身近な命を撮る」と題
し講演。昆虫をクローズアップして撮影するなど特徴のあ
る作品の撮影方法などについて話しました。

　８月26日、対馬市消防団美津島地区夏期訓練ソフトボー
ル大会が開催されました。
　美津島地区消防団の団結と分団相互の連携、親睦を図るた
めに毎年実施されているもので、今年は24分団、358名の団
員が参加しました。
　　知中学校グランドでの開会式の後、３会場に分かれて試
合が行われました。猛暑の中でしたが、消防団員らしくきび
きびしたプレーで熱戦が繰り広げられ、美津島第３分団（賀
谷）が見事優勝を勝ち取りました。

　
香
川
県
出
身
の
桂
こ
け

枝
さ
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き

先
天
性
股
関
節
脱
臼
と
い

う
病
気
の
た
め
、
右
足
を

ひ
き
ず
り
な
が
ら
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
は
、
そ
の
こ

と
で
よ
く
い
じ
め
ら
れ
、

不
登
校
に
も
な
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
仲
の
良

い
友
達
と
の
会
話
に
よ
っ

て
勇
気
と
自
信
が
つ
い
て

不
登
校
か
ら
立
ち
直
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
の
様
々
な
体
験

を
基
に
、
差
別
の
愚
か
さ

や
人
権
の
尊
さ
、
健
康
・

福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、
笑

い
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
講
演
会
は
、
前
半
の
講

演
と
後
半
の
落
語
の
二
部

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

○
日
時

・
11
月
24
日
（
土
）

・
開
場
　
午
後
１
時
30
分

・
開
演
　
午
後
２
時

○
会
場
　
対
馬
市
公
会
堂

○
入
場
　
無
料

開設10周年を祝い記念式典を開催
　　　　　　対馬野生生物保護センター

美津島地区消防団夏期訓練

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その④

桂　こけ枝さん�

人
権
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ�

11
月
24
日
（
土
）
、
対
馬
市
公
会
堂
（
豊
玉
町
仁
位
）
で
、

落
語
家
の
桂
こ
け
枝
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

じんけんばなし�し�

かつら　　　　　　　し

こけ枝の　ほのぼの人権噺�こけ枝の　ほのぼの人権噺�

講演する栗林慧さん�

功労者表彰の様子�

さとし



　
９
月
20
日
、
美
津
島
北
部
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
同
小
学
校
と
、

浅
海
中
学
校
の
合
同
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
、
保
護
者

や
、
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に

走
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
保
育
所
の
子
供
た
ち
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会
、
来
賓
な
ど
多

く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、

最
後
ま
で
賑
や
か
な
、
楽
し
い
一

日
に
な
り
ま
し
た
。
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恒
例
の
対
馬
島
民
体
育
大
会
が

９
月
２
日
に
開
か
れ
、
上
対
馬
、

上
県
、
峰
の
各
会
場
で
球
技
、
武

道
な
ど
合
わ
せ
て
11
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
雨
天
の
た
め
野
外
競
技
は
開
催

が
延
期
さ
れ
た
り
、
中
止
さ
れ
る

競
技
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
し

た
選
手
た
ち
は
長
崎
県
民
体
育
大

会
へ
の
出
場
を
か
け
、
真
剣
勝
負

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
軟
式
野
球
（
峰
総
合
運
動
公
園
）

　
決
勝
　
上
県
５
‐
４
豊
玉

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
上
県
体
育
館
）

《
男
子
》

豊
玉
②
美
津
島

　
　
　
　
③
厳
原

《
女
子
》

豊
玉
②
美
津
島

　
　
　
　
③
上
県

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
佐
須
奈
小

　
中
体
育
館
）

《
男
子
》

　
決
勝
　
厳
原
102
‐
82
上
対
馬

《
女
子
》

豊
玉
②
上
対
馬

　
　
　
　
③
厳
原

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
上
県
総
合
　
　

　
　
運
動
公
園
）

《
団
体
》

美
津
島
②
豊
玉

　
　
　
　
③
厳
原
④
峰

《
個
人
優
勝
》
▽
一
般
男
子
＝
内

山
吉
和（
厳
）・
宮
原
真
人（
県
）

▽
成
年
男
子
＝
梅
野
敏
弘（
美
）・

阿
比
留
洋
喜（
美
）▽
壮
年
男

子
＝
梅
野
菊
次（
厳
）・
小
田
康

智（
美
）▽
壮
年
２
部
＝
永
留

安
生（
峰
）・
藤
井
和
男（
厳
）▽

一
般
女
子
＝
永
留
清
子（
峰
）・

小
島
陽
貴（
美
）▽
成
年
女
子

＝
永
留
恵
美（
峰
）・
永
留
喜
美

子（
峰
）

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
上
対
馬
総
合
運
動
公
園
）

《
一
般
Ｆ
Ｐ
》

　
決
勝
　
上
対
馬
８
‐
２
上
県

《
壮
年
Ｓ
Ｐ
》

　
決
勝
　
美
津
島
５
‐
１
厳
原

《
実
年
Ｓ
Ｐ
》

上
対
馬
②
美
津

　
　
　
　
　
　
島
③
厳
原

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
比
田
勝
中
体
育
館
）

《
男
子
》

厳
原
②
上
県

　
　
　
　
③
上
対
馬

《
女
子
》

厳
原
②
豊
玉
③
上
県

▽
卓
球
（
上
対
馬
総
合
運
動
公
園
）

《
団
体
》

厳
原
②
上
対
馬

　
　
　
　
③
豊
玉

《
個
人
優
勝
》
▽
一
般
男
子
＝
柴

田
圭
介
▽
壮
年
男
子
＝
平
山
康

博
▽
ベ
テ
ラ
ン
男
子
＝
小
島
忠

孝
▽
一
般
女
子
＝
島
崎
泉
▽
ベ

テ
ラ
ン
女
子
＝
安
藤
久
代

▽
剣
　
道
（
比
田
勝
小
体
育
館
）

《
団
体
》

美
津
島
②
厳
原

　
　
　
　
③
上
対
馬

《
形
の
部
》

豊
玉
②
美
津
島

《
個
人
優
勝
》
▽
24
歳
以
下
＝
工

藤
祐
二
（
厳
）
▽
34
歳
以
下
＝

薄
本
聡
（
美
）
▽
44
歳
以
下
＝

今
山
靖
之
（
厳
）
▽
54
歳
以
下

＝
木
寺
肇
（
厳
）
▽
55
歳
以
上

＝
龍
造
寺
廣
文
（
厳
）

▽
弓
道
（
上
対
馬
総
合
運
動
公
園
）

《
団
体
》
①
峰
②
厳
原
③
美
津
島

《
個
人
優
勝
》
▽
男
子
＝
川
辺
裕

　
章
（
厳
）
▽
女
子
＝
小
島
洋
子

（
対
）

▽
テ
ニ
ス
（
上
対
馬
総
合
運
動
公
園
）

　
　
　
　
　
　
　
雨
天
の
た
め
中
止

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
上
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

上
対
馬
（
銀
杏
A
）
②
厳
原

（
海
士
）
③
上
県
（
山
猫
ク
ラ

ブ
）

▽
柔
道
（
対
馬
北
警
察
署
）

《
２
勝
》
楠
本
一
人
《
１
勝
１

敗
》
田
川
智
康
、
長
晃
輝
、
森

山
悠
、
田
端
大
樹
《
２
敗
》
伊

福
勝
也

卓球�

剣道�

バレーボール女子�

第
53
回
　対
馬
島
民
体
育
大
会

　
美
津
島
北
部
小
・
浅
海
中
学
校�

合
同
運
動
会
を
開
催��

優優優優

優

優

優
優優優優



10

　美しい対馬の海は、島外からの観光客にとって大きな魅力です。そして、地元で水産業を営む方にとっ
ては、生活の糧を得る場であることはいうまでもありません。一部の心ないゴルフ愛好家による、美津島
町の太田浦海水浴場沖への「打ちっぱなし」が報道されました。その後、地元の漁業者による回収作業も
行われましたが、海底には回収されずに残っているゴルフボールが無数にあります。�
　また、海の中だけでなく、多くの人でにぎわった海岸でも、利用者が残した花火や煙草の吸殻など大量
のごみが捨てられ砂に埋もれています。「物」が「ごみ」になることはほんの一瞬のことですが、一度「ごみ」
になってしまうとその回収には、多くの手間と費用が必要になります。�

　ゴミを燃やすと、ダイオキシンなどの有害物質を発生させ、地球環境への汚染の原因となります。家庭な
どのゴミは焼かずに、指定された収集日にゴミ袋で出しましょう。一人ひとりの心づかいで地球環境を守り
ましょう。�

◆ 自分一人くらいと思わないで！◆�
「面倒くさい」「昔から燃やしてきたから」「自分一人くらいならたいした影響はないだろう」という理由

でごみを燃やしていませんか？近隣の人は煙・悪臭・有害な物質をまきちらされ迷惑をしています。�

〔 野焼きは重大な『犯罪』です。〕�

★ダイオキシンとは？�
　　毒性は、青酸カリやサリンよりも強力とされています。体内に蓄積、濃縮することによって発ガン性、 
　催奇形性（子孫に奇形をつくる）、生殖・免疫機能への悪影響が報告されています。�
　　ダイオキシンは800℃以上での燃焼では発生しないとされており、300～500℃の燃焼により発生します。�
　この温度がまさに野焼きの温度なのです。�

tsushima city community magazine

広報つしま  2007.10

対馬市　廃棄物対策課　☎0920（53）6111

ドラム缶焼却、ブロック積み焼却、穴を掘っての焼却は、野焼きと同じです。�

【野焼きを行った場合の罰則】 懲役5年以下もしくは1000万円以下の罰金又は両方の罰則�

海は子どもたちに残すべき貴重な対馬の財産です。�

廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

海はごみ箱ではありません！�海はごみ箱ではありません！�海はごみ箱ではありません！�
太
田
浦
海
水
浴
場
に
打
ち
込
ま
れ
、�

回
収
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
数
々�

海
水
浴
場
に
残
さ
れ
た
花
火
の
残
骸�

ドラム缶�

△
�

△
�

ブロック積み� プラスチック類の焼却�
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私
た
ち
は
、
昨
年
度
か
ら
「
生
ゴ
ミ
を
な

く
そ
う
・
き
れ
い
な
海
を
と
り
も
ど
そ
う
」

と
い
う
思
い
で
、
残
飯
に
ボ
カ
シ
（
米
ヌ
カ

と
も
み
殻
に
有
用
微
生
物
を
増
殖
さ
せ
、
発

酵
さ
せ
た
も
の
）
を
混
ぜ
て
堆
肥
に
し
た
り
、

海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
発
酵
液
を
流
し
た

り
と
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
当
初
は
、
女
性
部
有
志
の
活
動
で
し
た
が

現
在
、
口
コ
ミ
で
「
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
！
」

「
海
を
き
れ
い
に
！
」
と
い
う
輪
が
広
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
取
り
組
み
の
中
で「
第

1
回
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
品
し
た

と
こ
ろ
残
飯
の
堆
肥
で
育
て
た
野
菜
が
３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
峰
町
の
東
部
中
学
校
、
東
小
学
校

の
先
生
方
も
関
心
を
も
た
れ
、
学
校
の
授
業

に
堆
肥
作
り
と
発
酵
液
作
り
が
組
み
こ
ま
れ
、

何
度
か
実
演
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
東
部
中
で
は
残
飯
を
堆
肥

に
し
た
土
で
ス
イ
カ
を
育
て
た
り
、
下
水
に

発
酵
液
を
流
す
こ
と
に
取
り
組
み
、
東
小
で

は
残
飯
を
土
に
も
ど
す
と
い
う
作
業
を
し
て

今
後
、
野
菜
作
り
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に「
生
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
」と
い

う
私
達
の
最
初
の
思
い
が
少
し
で
は
あ
り
ま

す
が
届
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
こ
の
頃
で
す
。

　
現
在
、長
崎
県
が「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
な
が
さ
き
」

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
私
達
も
、
そ
の
助

け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
「
生
ゴ
ミ
リ
サ

イ
ク
ル
」
を
通
し
て
、
縁
の
な
か
っ
た
学
校

生
徒
と
お
ば
ち
ゃ
ん
達
の
交
流
も
で
き
、
地

域
連
携
の
図
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
活
動

の
様
子
と
し
て
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
て
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

■
ブ
ロ
グ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp://plaza.rak

u
ten

.co.jp/k
an

sai113

　
昨
年
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
元
気
野

菜
コ
ン
テ
ス
ト
を
今
年
も
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

を
堆
肥
に
し
て
栽
培
し
た
野
菜
や
草
花
の
コ

ン
テ
ス
ト
で
す
。
ま
た
当
日
は
、
長
崎
県
環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
尾
慶
子
先
生
に
よ
る

講
演
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
出
品
方
法
は
改
め
て
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日
　
平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）

■
場
　
所
　
中
対
馬
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

（
峰
町
佐
賀
）

【
問
い
合
わ
せ
】
対
馬
市
　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

（
内
線
2
6
2
）

生ゴミにボカシを混ぜている様子。�

水質浄化作用を持つ米のとぎ汁を使った発酵液を作り、�
町中の側溝や川に流しました。�

「元気野菜コンテスト」では、見事3位を獲得�

米のとぎ汁発酵液を作る東部中学校の生徒たち�

東小学校で実演指導�

昨年のコンテスト風景�

昔
の

対
馬
を
と
り
も
ど
そ
う

と
り
も
ど
そ
う�
昔
の

対
馬
を
と
り
も
ど
そ
う�

生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
　
対
馬
市
商
工
会
女
性
部
峰
支
部

生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
　
対
馬
市
商
工
会
女
性
部
峰
支
部
の
活
動
報
告

の
活
動
報
告�
生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
　
対
馬
市
商
工
会
女
性
部
峰
支
部
の
活
動
報
告�

第2回�
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平成19年度  婦人がん検診日程表�平成19年度  婦人がん検診日程表�平成19年度  婦人がん検診日程表�
みなさんこんにちは！婦人がん健診のお知らせです。最近は婦人科のがんが増えています。�
今年も是非健診をうけましょう！　なお、骨密度検査は「節目健診」の項目に移行しています。�

※1～2の健診について、基本的に社会保険被保険者本人は対象となりません。ただし、事業所で健診を受ける機会がない�
場合はご相談ください。　※年齢は平成20年3月31日時点のものです。�

健 康 コ ー ナ ー �

※内容、対象者及び料金�

※日　程　（都合が悪い場合は対象地区以外の会場でも受診できます。）�

＊問い合わせ先＊�
対馬市保健部健康推進課  ☎0920（58）1116�
南福祉保健センター   ☎0920（52）4888�
北福祉保健センター   ☎0920（84）2313

※当日持ってくる物�
①保険証�
②健診料金　お忘れなく！！�

1�
�
�
2

健診の種類　　　　　　健診内容　　　　　　　　　　　　　　　　　対　象　者　　　　　　　　　　　　　　 料　金�

町　　　　　日　程　　　　　　　　　時　間　　　　　　　　　　　会　場　　　　　　　　　　　　　　対象地区�

子宮がん�
検診�

・子宮頸部細胞診・医師が必要と�
  認めたものには子宮体部細胞診�

マンモグラフィ検査（1方向）�

マンモグラフィ検査（2方向）�

乳房超音波検査�

対馬市に住所を有する20歳以上の女性の方� 1,000円�

1,200円�

1,800円�

800円�

対馬市に住所を有する�
50歳以上の方で年齢の下一桁が偶数の女性の方�

対馬市に住所を有する�
40歳、42歳、44歳、46歳、48歳の女性の方�

対馬市に住所を有する40歳以上の女性の方�

乳がん検診�

11月12日�

11月13日�

11月14日�

11月15日�

11月19日�

11月20日�

11月16日�

11月17日�

11月18日�

11月10日�

11月11日�

 11月8日�

 11月9日�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午前�

午後�

午前�

午後�

豆酘小学校体育館�

久根保健福祉館�

�

�

健康管理センター�

�

�

佐須体育館�

�

美津島文化会館�

�

加志々漁民厚生センター�

千尋藻漁村センター�

豊玉町保健センター�

中対馬開発センター�

峰保健福祉センター�

上県町地域福祉センター�

仁田コミュニティーセンター�

上県ふれあいプラザ�

上対馬総合センター�

泉漁村センター�

一重地区集会所�

厳
　
原
　
　
　
　
　
　
　  

美
津
島       
　  
豊
　
玉
　
　
　
峰
　
　 

上
　
県
　
　
　
上
対
馬�

月
　
　
火
　
　
水
　
　
木
　
　
月
　
　
火
　
　
金
　
　
土
　
　
日
　
　
土
　
日
　

木
　
　
金�

8：00～9：30�

14：00～15：00�

8：00～10：00�

13：30～15：00�

8：00～10：00�

13：30～15：00�

8：00～10：00�

14：00～15：00�

8：00～10：00�

13：30～15：00�

8：00～10：00�

13：30～15：00�

8：00～9：30�

14：00～15：00�

8：00～9：30�

13：30～15：00�

8：00～9：30�

14：00～15：00�

8：00～9：30�

14：00～15：00�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

13：00～14：00�

8：00～9：30�

14：00～15：00

豆酘・浅藻・佐須瀬・豆酘瀬�

�久根浜・久根田舎・上槻�

曲・小浦・南室・阿須�

桟原・宮谷�

日吉・中村・天道茂・今屋敷�

国分・田渕・大手橋・久田道�

久田・白子・堀田・尾浦・安神・久和・内院・内山�

日掛・上山・樫根・下原・小茂田・小茂田浜�
椎根浜・椎根・阿連�

　知（焼松・全上の町・中の町・日向・本町�
日の出・宮の下）�

根緒・洲藻・箕形・吹崎・加志・今里・尾崎�
昼ヶ浦・黒瀬・竹敷・島山�

横浦・塩浜・見世浦・鑓川・千尋藻・曽・位ノ端�

和板・卯麦・佐保・志多浦・大綱・小綱・銘・田�

仁位・佐志賀・嵯峨・貝鮒・糸瀬�

三根・津柳・青海・木坂・狩尾・賀佐・吉田�

深山・恵古・仁田ノ内・中山・井口・友谷・湊�

貝口・東加藤・水崎・加志々・唐洲・廻�

大船越・平瀬原・緒方・久須保・女護島・犬吠・玉調�
大山・小船越・芦浦・賀谷・濃部・鴨居瀬・赤島�

瀬田・樫滝・飼所・犬ヶ浦・御園・越高・伊奈�
志多留・田ノ浜・女連・久原・鹿見・越ノ坂�

河内・大浦・網代・冨浦・津和・唐舟志�
浜久須・玖須・大増・舟志・五根緒�

　知（全瀬原・樽ヶ浜・全高浜）�

櫛・佐賀・志多賀・志越�

佐須奈・西津屋�

西泊・古里・比田勝�

鰐浦・豊・泉�

茂木・琴・芦見・一重・小鹿�
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●
陶
山
訥
庵
先
生  

生
誕
三
五
〇
年
祭
（3）
�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

　
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
は
自
分
が

イ
ヌ
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
と
く
に
犬
を
か
わ
い
が

り
大
事
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ど
ん
な
動
物

で
も
殺
し
た
者
は
う
ち
首
に
な
る

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
き
ま
り
(1)

を
つ
く
り
ま
し
た
の
で
、
人
び
と

は
た
い
へ
ん
こ
ま
り
ま
し
た
。

　
陶
山
訥
庵
先
生
が
、
対
馬
の
山

野
に
す
ん
で
い
る
イ
ノ
シ
シ
退
治

の
計
画
を
た
て
た
の
は
、
こ
の
よ

う
に
む
ず
か
し
い
時
代
で
し
た
の

で
、
先
生
は
考
え
た
す
え
イ
ノ
シ

シ
を
「
こ
ろ
す
」
の
で
は
な
く
、

「
追
い
つ
め
る
」
計
画
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
し
て
、
特
別
の
許
可

を
も
ら
い
実
行
に
う
つ
し
た
の
で

し
た
。
い
ま
か
ら
三
〇
七
年
前
、

元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）十
二
月

の
こ
と
で
し
た
。

　
訥
庵
先
生
が
と
っ
た
イ
ノ
シ
シ

追
い
つ
め
の
方
法
は
、
全
島
に
す

ん
で
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
大
集
団
を

小
さ
な
集
団
に
分
断
し
（
切
り
は

な
し
）
、
そ
の
小
集
団
に
力
を
集

中
し
て
一
匹
の
こ
ら
ず
退
治
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
次
に
二
番
目
の

小
集
団
に
一
せ
い
に
総
攻
撃
を
加

え
て
一
匹
の
こ
ら
ず
退
治
し
た
あ

と
、
三
番
め
、
四
番
目
と
次
々
に

小
集
団
の
攻
撃
に
と
り
か
か
る
と

い
う
、
少
人
数
で
大
ぜ
い
を
相
手

に
戦
い
を
い
ど
む
時
の
も
っ
と
も

基
本
的
な
戦
い
の
方
法
、
正
攻
法

を
と
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
小
集
団
（
垣
根
を
作
っ
て

し
き
っ
て
い
く
）
の
、
ま
ず
第
一

番
目
は
対
馬
の
北
で
東
の
唐
舟
志

の
出
崎
か
ら
西
の
西
津
屋
〜
佐
須

奈
の
間
の
出
崎
ま
で
お
よ
そ
十
六

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
垣
を
作
り
（
大

垣
）
、
そ
の
大
垣
の
な
か
に
八
つ

の
小
垣
（
さ
ら
に
小
さ
な
集
団
、

内
垣
）
を
つ
く
っ
て
一
つ
一
つ
追

い
つ
め
て
退
治
し
て
い
く
方
法
で

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
対
馬
の
南

ま
で
大
垣
を
五
つ
、
内
垣
八
十
八

を
年
ご
と
に
築
い
て
、
垣
の
中
の

イ
ノ
シ
シ
が
確
実
に
ゼ
ロ
に
な
る

ま
で
退
治
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
追
い
つ
め
が
は
じ
ま

っ
た
こ
ろ
の
対
馬
の
総
人
口
は
、

約
三
万
人
で
(2)
、
そ
の
う
ち
郷
村

（
厳
原
以
外
の
地
方
）
が
一
万
五

千
人
、
残
り
一
万
五
千
人
が
府
中

の
人
口
で
す
。

　
お
よ
そ
10
年
間
か
け
て
と
っ
た

イ
ノ
シ
シ
は
八
万
頭
で
し
た
の
で

主
な
戦
力
と
な
っ
た
郷
村
の
人
口

と
比
べ
る
と
イ
ノ
シ
シ
の
数
は
五

倍
以
上
、全
人
口
と
比
べ
て
も
二
・

七
倍
に
も
な
り
ま
す
。

(1)「
生
類
憐
み
の
令
」=

貞
享
四
年（
一
六
八

七
）徳
川
綱
吉
が
出
し
た
動
物
愛
護
令

(2)
正
確
に
は
、計
三
一
、
六
四
四
人（
う
ち

　
府
内
一
五
、
二
八
九
人
）〔
宗
家
文
庫
史

　
料「
御
国
中
宗
門
改
之
目
録
」元
禄
六
年

　（
一
六
九
三
）七
月
五
日
調
べ
〕

す

や

ま

と

つ

あ

ん

訥庵先生らがイ�
ノシシ退治を申�
し出た「覚書」�
（宗家文庫史料）�

　日本で骨髄移植を希望する患者さんは、毎年少
なくとも2000人以上。現在、骨髄バンクのドナー
登録者は約28万人。登録が30万人になれば、希望
するほとんどの患者さんにドナーがみつかると言
われています。�
　登録は約2㎖の採血だけですみます。�

　事故や病気で救命困難となったり、脳死といわ
れる状態になった時、自分や家族の臓器提供を希
望することができます。�
　臓器移植は、「いのちがつながる♥いのちがは
じまる♥」医療です。｢臓器提供意思表示カード」
記入へのご協力をお願いいたします。�

10月は「臓器移植」推進月間10月は「臓器移植」推進月間

問い合わせ�

　対馬保健所　　　　　　　☎0920（52）0166�

　（社）日本臓器移植ネットワーク�

　　　　　　  フリーダイヤル 0120（78）1069�

�

ドナー登録の問い合わせ�

　対馬保健所　　　　　　　☎0920（52）0166�

　骨髄移植推進財団　　�

　　　　　　　フリーダイヤル0120（445）445

10月は「骨髄バンク」推進月間10月は「骨髄バンク」推進月間

し
ょ
う
る
い
あ
わ
れ
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【
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
の
お
知
ら
せ
】

　
10
月
は
、
下
期
の
６
ヶ
月
前
納
が
で
き
ま
す
。
前
納
と

は
、
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る
制
度
で
、
６
ヶ
月
前
納

で
６
９
０
円
、
年
利
に
し
て
４
％
（
複
利
計
算
）
の
割
引

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
割
引
が
あ
る
う
え
、
納
め
忘
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
便
利
で
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
収
納
事
業
の
民
間
委
託
の
お
知
ら
せ
】

　
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
い
た
国
民
年
金

保
険
料
の
収
納
業
務
の
一
部
が
、
平
成
19
年
10
月
１
日
よ

り
民
間
委
託
さ
れ
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
、
委
託
を
受
け
た
民
間
事
業
者

（
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株
式
会
社
）
よ
り
文
書
・

電
話
ま
た
は
戸
別
訪
問
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
保
険
料
納
付
に
関

す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
対
馬
市
は
そ
の
「
市
場
化
テ
ス
ト
対
象
市
町
村
」
で
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

　
○
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
　
年
金
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
５
（
８
3
2
）
6
2
5
4

　
○
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
２
１
１

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
11
月
20
日（
火
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
市
役
所
　
一
階
会
議
室�

　
◎
11
月
21
日（
水
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
津
島
支
所
　
別
館
会
議
室�

10
月
は
木
づ
か
い
推
進
月
間

月
は
木
づ
か
い
推
進
月
間�

10
月
は
木
づ
か
い
推
進
月
間�

　
10
月
８
日
は
数
字
の
十
と
八
を

合
わ
せ
て
『
木
の
日
』
で
す
。
こ

の
日
が
あ
る
10
月
を
『
木
づ
か
い

推
進
月
間
』
と
定
め
て
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
木
を
伐
る
と
い
う
仕
事

に
対
し
て
『
環
境
破
壊
』
を
連
想

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
海
外
で
行
わ
れ
て
い
る

限
度
を
超
え
た
違
法
伐
採
は
明
ら

か
に
森
林
と
そ
の
生
態
系
を
破
壊

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
国
内
で
行

わ
れ
て
い
る
伐
採
の
ほ
と
ん
ど
は

環
境
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て

か
ま
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
木
を
伐
る
と
い
う
行
為
は
、
今

ま
で
太
陽
の
光
が
届
か
な
か
っ
た

地
上
部
分
に
光
を
届
け
る
こ
と
に

繋
が
り
、
息
吹
く
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
た
く
さ
ん
の
種
類
の
植
物

が
姿
を
現
し
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん

ぐ
り
の
木
な
ど
の
広
葉
樹
は
切
り

株
か
ら
新
た
な
芽
を
出
す
な
ど
、

木
を
伐
る
こ
と
で
森
を
若
返
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
日
本
は
森
の
国
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
は
気
温
や
降
水

量
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
植
物
の
生

育
に
適
し
た
環
境
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
日
本
の
よ
う
な
再
生�

産
可
能
な
国
の
木
材
を
使
う
こ
と�

が
、
地
球
環
境
に
と
っ
て
も
優
し�

い
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。�

　
人
は
金
属
に
触
れ
て
い
る
時
は

無
意
識
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
実
験
結
果
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
木
に
触
れ
て
い
る

時
は
そ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
は
な

い
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
木
の
発
す

る
香
り
は
人
に
活
力
を
与
え
、
木

目
を
目
に
す
る
と
人
の
心
は
癒
さ

れ
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　
遠
く
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
木
と
の
記
憶
が
、
理
屈
抜
き
に

安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
み
な
さ
ん
の
身
の
周
り
に
少
し

で
も
多
く
の
木
製
品
が
使
わ
れ
る

こ
と
を
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
自

身
に
と
っ
て
も
環
境
に
と
っ
て
も

優
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　
平
成
19
年
11
月
１
日
（
木
）
以
降
、
厳
原
税
務
署
に
お

か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
自
動
音
声
応
答
に
よ
り
、
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

　
自
動
音
声
応
答
に
よ
り
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
番
号
を
ご

用
件
に
応
じ
選
択
し
て
い
た
だ
く
と
、
福
岡
国
税
局
の
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
音
声
案
内
『
１
』
）
又
は
、
当
税
務

署
（
音
声
案
内
『
２
』
）
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
税
に
関
す
る
ご
質
問
や

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
従
来
の
外
国
人
雇
用
状
況
報
告

が
廃
止
に
な
り
、
平
成
19
年
10
月

１
日
か
ら
「
外
国
人
雇
用
状
況
の

届
出
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
企
業
の
規
模
に
関

わ
ら
ず
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
い

入
れ
た
場
合
は
（
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
既
に

外
国
人
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業

主
の
方
も
届
出
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、国
、地
方
公
共
団
体
も

同
様
の
通
知
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬

　
☎
0
9
2
0(

5
2)

8
6
0
9

　
11
月
21
日
に
全
国
物
価
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

消
費
者
が
購
入
す
る
主
な
商
品
の

販
売
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
な

ど
を
調
査
し
、
物
価
政
策
等
を
立

案
す
る
際
の
重
要
な
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国

の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た

約
13
万
の
小
売
店
舗
と
約
４
万
の

飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を

対
象
と
し
ま
す
。
11
月
中
に
調
査

員
が
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
の
取
引
を
し
た
場
合
に
は
、

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
契
約

締
結
の
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
買

主
が
土
地
の
利
用
目
的
と
取
引
価

格
な
ど
を
土
地
所
在
市
町
村
長
に

届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
出
を
す
る
と
罰
則
を
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
面
積

①
市
街
化
区
域
２
０
０
０
㎡
以
上

②
①
以
外
の
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
外

　
　
　
　
　
１
０
０
０
０
㎡
以
上

■
届
出
に
つ
い
て

○
届
出
者
　
買
主

○
届
出
の
時
期
　
契
約
締
結
日
か

　
ら
２
週
間
以
内

○
届
出
先
　
土
地
の
所
在
す
る
市

　
町
村

【
問
い
合
わ
せ
】

対
馬
市
政
策
企
画
課

　
☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

各
支
所
地
域
振
興
課
又
は

長
崎
県
土
地
対
策
室

　
☎
0
9
5（
8
9
5
）2
0
4
1
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平
成
平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら�

「
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
」

「
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
」�

　
　
　
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
　
　
が
義
務
化
さ
れ
ま
す�

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら�

「
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
」�

　
　
　
が
義
務
化
さ
れ
ま
す�

長
崎
労
働
局
職
業
安
定
部�

11
月
21
日
は
日
は�

全
国
物
価
統
計
調
査
の
日

全
国
物
価
統
計
調
査
の
日�

11
月
21
日
は�

全
国
物
価
統
計
調
査
の
日�

対
馬
市
政
策
企
画
課�

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

10
月
は
月
は「
土
地
月
間
」

「
土
地
月
間
」�

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ�

10
月
は「
土
地
月
間
」�

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら�

　
電
話
の
受
付
が
　�

　
　
自
動
音
声
応
答
に
変
わ
り
ま
す
！�

e‐Tax�
○源泉所得税の納付等にも国税電子申告・納税システム（通称e‐Tax)が使用できます。�
○自宅や事務所からインターネットを利用して申告・納税等の手続きが可能です。�
【詳しい方法等は、e‐Tax ホームページへ（http://www.e‐Tax.nta.go.jp) 】�

●
平
成
19
年
分
　
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
●�

【
留
意
事
項
】�

◆
関
係
書
類
は
事
前
に
送
付
し
ま
す
。当
日
会
場
に
持
参
下
さ
い
。�

◆
い
ず
れ
の
会
場
に
出
席
さ
れ
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。�

開  

催  

日
　
　 

時     

間
　
　
　
　  

会     

場�

11
月
19
日（
月
）�

11
月
20
日（
火
）�

11
月
21
日（
水
）�

11
月
22
日（
木
）�

13
時
30�
分
〜�

     

　
15
時
30�
分
�
豊
玉
文
化
会
館
�

２
階
大
集
会
室
�

美
津
島
文
化
会
館
�

３
階
大
会
議
室
�

対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
�

３
階
大
会
議
室
�

上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー
�

２
階
会
議
室
�

10
時
〜
12
時
�

13
時
30�
分
〜�

     

　
15
時
30�
分
�

13
時
30�
分
〜
16
時
�

厳
原
税
務
署
�か
ら
の
お
知
ら
せ
�

厳
原
税
務
署
　
☎
0
9
2
0（
5
2
）0
6
4
5



対
馬
市
消
防
団
協
力
事
業

対
馬
市
消
防
団
協
力
事
業�

所
表
示
制
度
が
ス
タ
ー
ト

所
表
示
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

対
馬
市
消
防
団
協
力
事
業�

所
表
示
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

対
馬
市
消
防
本
部
・
消
防
署�

☎
0
9
2
0（
5
2
）0
1
1
9

　
平
成
19
年
10
月
か
ら
、
対
馬
市

消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
（
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て

３
名
以
上
入
団
し
て
い
る
、
従
業

員
の
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
配

慮
し
て
い
る
等
）
事
業
所
等
に
対

し
て
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

を
交
付
す
る
『
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
所
と
し
て

消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
、

そ
の
地
域
に
対
す
る
社
会
貢
献
及

び
社
会
責
任
と
し
て
認
め
ら
れ
、

当
該
事
業
所
の
信
頼
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実

を
図
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し

て
の
認
定
及
び
表
示
証
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事
業

所
等
自
ら
が
交
付
申
請
を
す
る
か
、

消
防
団
長
等
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

消
防
本
部
・
消
防
署

　
　
　
　（
厳
原
町
桟
原
５
２
‐
２
）

　
☎
0
9
2
0（
5
2
）0
1
1
9

美
津
島
出
張
所（
☎
5
4
‐
3
1
1
9
）

豊
玉
出
張
所
　（
☎
5
8
‐
2
1
1
9
）

峰
出
張
所
　
　（
☎
8
2
‐
0
1
1
9
）

上
県
出
張
所
　（
☎
8
4
‐
2
1
1
9
）

上
対
馬
出
張
所（
☎
8
6
‐
3
9
5
9
）

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、

あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念
を
表
す
た

め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
『
特
別

慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

（
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
等
を
受
け
た
方
も
対
象
）

■
対
象
者

（1）
恩
給
欠
格
者

ア
）
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

　
か
つ
加
算
年
を
含
む
在
職
年
が

　
3
年
以
上
の
方
、
ま
た
は
加
算

　
年
を
含
む
在
職
年
が
3
年
未
満

　
の
方
の
う
ち
実
在
職
年
が
1
年

　
以
上
の
方
。

イ
）
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
な
く
、

　
実
在
職
年
が
1
年
以
上
の
方
。

（2）
戦
後
強
制
抑
留
者

　
戦
後
、
旧
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ

　
ル
国
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑

　
留
さ
れ
、
本
邦
に
帰
還
し
た
方
。

（3）
引
揚
者

　
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

　
か
ら
引
き
揚
げ
た
方
。

■
特
別
慰
労
品

（1）
恩
給
欠
格
者

　
前
記
の
ア
）
に
該
当
す
る
方

　
　
旅
行
券
・
商
品
券
等
引
換
券

　
　（
5
万
円
相
当
）、
置
時
計
、

　
　
万
年
筆
、文
箱
ま
た
は
楯

　
前
記
の
イ
）
に
該
当
す
る
方

　
　
旅
行
券
・
商
品
券
等
引
換
券

　
　（
3
万
円
相
当
）ま
た
は
銀
杯

（2）
戦
後
強
制
抑
留
者

　
旅
行
券
・
商
品
券
等
引
換
券（
10

　
万
円
相
当
）
、
置
時
計
、
万
年

　
筆
、
文
箱
ま
た
は
楯

（3）
引
揚
者
　
銀
杯

《
留
意
事
項
》

　
請
求
書
は
対
馬
市
役
所
各
支
所

　
の
福
祉
担
当
窓
口
に
準
備
し
て

　
い
ま
す
。
請
求
期
間
は
平
成
21

　
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
「
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
」

◎
無
料
電
話

　
☎
0
1
2
0（
2
3
4
）9
3
3

　
　
　
　
　
　
　（
土
日
祝
日
休
）
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平
成
15
年
５
月
の
健
康
増
進
法
の
施
行
に
よ
り
、
学
校
、
集
会
場
、
百
貨
店
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
多

数
の
人
々
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
に
対
し
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
受
動
喫
煙
と
は
、
他
人
が
出
し
た
タ
バ
コ
の
煙
（
副
流
煙
）
を
周
囲
の
人
々
、
特
に
子
ど
も
や
妊
婦
な
ど
が
吸
う

こ
と
に
よ
り
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
多
数
の
人
々
が
利
用
す
る
施
設
を
管

理
す
る
者
は
、
受
動
喫
煙
の
被
害
の
責
任
が
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

・
喫
煙
家
は
こ
れ
を
機
会
に
自
分
の
た
め
に
も
タ
バ
コ
は
止
め
ま
し

・
喫
煙
家
は
こ
れ
を
機
会
に
自
分
の
た
め
に
も
タ
バ
コ
は
止
め
ま
し
ょ
う
ょ
う
。�

・
タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で
吸
い
、
路
上
や
公
園

・
タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で
吸
い
、
路
上
や
公
園
で
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
慎
ん
で
く

で
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い

だ
さ
い
。�

・
喫
煙
家
は
こ
れ
を
機
会
に
自
分
の
た
め
に
も
タ
バ
コ
は
止
め
ま
し
ょ
う
。�

・
タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で
吸
い
、
路
上
や
公
園
で
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。�

対
馬
市
　
健
康
推
進
課�

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑
留
者
、�

引
揚
者
の
皆
様
へ�

「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」�

☎
0
1
2
0（
2
3
4
）9
3
3

じんけん�
は21世紀のキーワード�

『�
』�

11月11日～12月10日は�

長崎県同和問題啓発強調月間�

同和問題を正しく理解しましょう�
長崎県・長崎県教育委員会�

『
特
別
慰
労
品

『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈

を
贈
呈�

『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈�
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子
ど
も
の
発
達
に
お
い
て
「
お

も
ち
ゃ
」
は
と
て
も
大
事
な
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。
お
も
ち
ゃ
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
、
お
話
し
し
ま
し

ょ
う
。
※
託
児
あ
り

■
日
　
時
　
10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
（
対
馬
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

　
　
タ
ー
内
）

■
内
　
容
　
遊
び
と
講
演

　｢

お
も
ち
ゃ
遊
び
に
つ
い
て｣

■
講
　
師
　
高
野
幸
恵
さ
ん

　（
長
崎
市
在
住
の
お
も
ち
ゃ
コ

　
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

■
対
　
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】美
津
島
町
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
5
2
3

　
約
35
年
前
か
ら
石
屋
根
を
題
材

に
木
版
画
を
制
作
し
て
い
る
厳
原

町
在
住
の
版
画
家
樋
口
貫
さ
ん
に

よ
る
対
馬
で
は
初
め
て
の
個
展
で

す
。

　
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
３
階
展
示
ホ
ー
ル

■
期
間
　
10
月
26
日
（
金
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
28
日
（
日
）

■
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
北
島
三
郎
の
も
と
で
修
行
し
、

「
片
道
切
符
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
歌

謡
界
新
人
賞
を
総
な
め
に
し
、
人

気
急
上
昇
中
の
北
山
た
け
し
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
　
き
　
12
月
１
日
（
土
）

■
と
こ
ろ
　
対
馬
市
公
会
堂

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
玉
町
仁
位
）

■
開
　
演
　
午
後
７
時

　
　
　
　
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

■
チ
ケ
ッ
ト
料
金
　

　
　
　
　

大
人
　
2
0
0
0
円

　

高
校
生
以
下
　
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
（
全
席
自
由
席
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
11
月
７
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先
　
厳
原
・
佐

　
須
・
豆
酘
・
美
津
島
・
豊
玉
・

　
峰
・
上
県
・
上
対
馬
の
各
地
区

　
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】市
教
委
豊
玉
地
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
2
0（
5
8
）0
0
6
2

　
「
認
可
保
育
園
は
あ
な
た
の
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
合
い
言
葉
に
、
保

育
園
の
こ
と
を
地
域
の
皆
様
に
さ

ら
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年

に
引
き
続
き「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
園
児
、
保
育
士
に
よ
る
楽
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

■
会
　
場
　
対
馬
市
公
会
堂

■
入
場
料
　
無
料

■
主
　
催
　（
社
）
長
崎
県
保
育

　
　
　
　
　
協
会
　
対
馬
保
育
会

【
問
い
合
わ
せ
】
対
馬
保
育
会
事

　
務
局
　
親
愛
保
育
園
内
　
越
智

　
☎
0
9
2
0（
5
2
）1
1
8
3

　
　
　
　
ま
た
は
各
保
育
所
ま
で

■
日
　
時
　
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
18
日
（
日
）

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
3
階
展
示
ホ
ー
ル

※
昨
年
度
上
位
入
賞
者(

敬
称
略
）

　
▽
総
合
優
勝
　
西
山
成
人

　
▽
準
優
勝
　
　
熊
本
兵
治

　
　
　
　
　
　
　
戸
江
義
明

　
▽
紅
花
優
勝
　
橘
　
一
門

　
▽
更
紗
優
勝
　
戸
江
義
明

　
▽
青
花
優
勝
　
桟
原
健
夫

　
▽
特
別
賞
　
　
永
留
勝
治

お
　
ち

樋
口
　
貫�

☎
0
9
2
0（
5
2
）3
8
1
6

豊
玉
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
0
9
2
0（
5
8
）0
0
6
2

対
馬
連
合
愛
蘭
会
事
務
局
　
橘�

☎
0
9
2
0（
5
6
）0
2
4
9

対
馬
保
育
会
事
務
局�

親
愛
保
育
園
内
　
越
智�

☎
0
9
2
0（
5
2
）1
1
8
3

美
津
島
町
地
域
子
育
て�

　
　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
5
2
3

消
え
ゆ
く
石
屋
根
を
木
版
画
に

消
え
ゆ
く
石
屋
根
を
木
版
画
に�

樋
口
貫
　
木
版
画
展

樋
口
貫
　
木
版
画
展�

消
え
ゆ
く
石
屋
根
を
木
版
画
に�

樋
口
貫
　
木
版
画
展�

ビ
ジ
ュ
ア
ル
演
歌
歌
手

ビ
ジ
ュ
ア
ル
演
歌
歌
手�

北
山
た
け
し
コ
ン
サ
ー
ト

北
山
た
け
し
コ
ン
サ
ー
ト�

ビ
ジ
ュ
ア
ル
演
歌
歌
手�

北
山
た
け
し
コ
ン
サ
ー
ト�

第
19
回�

 

寒 

蘭 

展 

示 

会�

第
19
回�

 

寒 

蘭 

展 

示 

会�

親
育
て
・
子
育
て
講
座
2
0
0
7
�

　
　
長
崎
県
子
ど
も
未
来
課
事
業�

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
in
つ
し
ま

つ
し
ま
」�

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
in
つ
し
ま
」�

お
　
ち�

 

「
見
つ
め
よ
う
子
ど
も
の
ひ
と
み�

          

育
て
よ
う
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
」�

お
も
ち
ゃ

お
も
ち
ゃ
の
広
場
へ
行
こ
う

広
場
へ
行
こ
う�
�

お
も
ち
ゃ
の
広
場
へ
行
こ
う�
�



■
日
　
時
　
11
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
9
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
9
時
〜
13
時

■
会
　
場
　
美
津
島
文
化
会
館

■
受
講
料
　
会
員
　
8
0
0
0
円

　
　
　
非
会
員
　
1
0
0
0
0
円

■
テ
キ
ス
ト
代
　
　
　
9
4
5
円

■
申
込
期
間
　
10
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
26
日
（
金
）

※
申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
、
中

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
（
社
）長
崎
県
労

　
働
基
準
協
会
対
馬
支
部

　
☎
0
9
2
0（
5
2
）1
4
1
7

　
長
崎
県
で
は
、
長
崎
県
医
学
修

学
資
金
等
貸
与
条
例
に
基
づ
き
、

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
離
島
の

医
療
に
努
め
て
い
た
だ
く
学
生
の

皆
さ
ん
に
修
学
資
金
を
貸
与
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
対
象
者
　
大
学
医
学
部
学

　
生
（
５
名
程
度
）

■
募
集
期
間
　
9
月
3
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
10
月
31
日（
水
）

■
選
考
方
法
　
作
文
、
面
接
等
を

　
11
月
中
に
長
崎
市
で
行
い
ま
す
。

■
貸
与
内
容
　
入
学
金
、
授
業
料
、

　
生
活
費
（
月
額
7
万
円
以
内
）、

　
図
書
購
入
費
（
専
門
教
育
課
程

　
の
方
の
み
・
年
額
20
万
円
以
内
）

■
卒
業
後
の
義
務
　
貸
与
を
受
け

　
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
以
上
、

　
知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に

　
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
終
了
後
、
貸
与
金
返
還
免
除
）

【
問
い
合
わ
せ
】

長
崎
県
医
療
政
策
課
地
域
医
療
班

　
☎
0
9
5（
8
9
5
）2
4
6
1

　
長
崎
県
で
は
、
離
島
・
へ
き
地

の
医
師
確
保
対
策
と
し
て
、
自
治

医
科
大
学
で
医
師
の
養
成
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
募

集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
募
集
人
員
　
全
国
で
１
１
０
名

■
募
集
期
間
　
平
成
20
年
１
月

　
　
　
　
　
　
４
日
〜
１
月
22
日

■
選
考
方
法
　
学
力
試
験

■
貸
与
内
容
　
入
学
金
・
授
業
料

　
な
ど
貸
与
制
度
が
あ
り
、
卒
業

　
後
一
定
期
間
指
定
病
院
に
勤
務

　
す
れ
ば
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
長
崎
県
医
療
政

　
策
課
地
域
医
療
班

　
☎
0
9
5（
8
9
5
）2
4
6
1

　
10
月
28
日
に
、
対
馬
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
（
峰
町
吉
田
）
で
開

催
さ
れ
る
『
つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ

り
』
に
出
店
さ
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

■
申
込
対
象
者
　
市
内
居
住
の
方

■
申
込
期
限
　
10
月
20
日

　
そ
の
他
詳
細
は
事
務
局
ま
で

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
市
峰
支
所
　
地
域
振
興
課

　
内
　
つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ
り
実

　
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
9
2
0（
8
3
）0
3
0
1

　対馬市では、市民の総合的な健康づくり対策を図るため、

平成20年度までに「健康つしま21計画」を策定します。

　つきましては、皆さんの健康状態や生活習慣などについて

お聞きし、計画策定の参考とするため、次のとおり市民アン

ケートを実施しますので、ご協力をお願いします。

■実施時期　　10月下旬～11月初旬�
■調査対象者　市内にお住まいの30歳から59歳までの
　　　　　　　方の中から無作為抽出した男女合計　　
　　　　　　　2,500人�
■実施方法　　対象者に調査票を郵送しますので、記入　
　　　　　　　後返信用封筒に入れて返送ください。�
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長
崎
県
　
医
学
修
学
生

長
崎
県
　
医
学
修
学
生�

長
崎
県
　
医
学
修
学
生�

長
崎
県
医
療
政
策
課
地
域
医
療
班�

☎
0
9
5（
8
9
5
）2
4
6
1

自
治
医
科
大
学
入
学
者

自
治
医
科
大
学
入
学
者�
自
治
医
科
大
学
入
学
者�

長
崎
県
医
療
政
策
課
医
療
班�

☎
0
9
5（
8
9
5
）2
4
6
1

つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ
り

つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ
り�

　
出
　
店
　
者
　
募
　
集

　
出
　
店
　
者
　
募
　
集�

つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ
り�

　
出
　
店
　
者
　
募
　
集�

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局�

☎
0
9
2
0（
8
3
）0
3
0
1

ア
ー
ク
溶
接

ア
ー
ク
溶
接�

　
　
特
別
教
育

　
　
特
別
教
育 

受
講
者

受
講
者�

ア
ー
ク
溶
接�

　
　
特
別
教
育 

受
講
者�

（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

☎
0
9
2
0（
5
2
）1
4
1
7

募
　
集

募
　
集�
募
　
集�

健康つしま21計画策定アンケートにご協力を

全
国
一
斉
　

全
国
一
斉
　�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間�

全
国
一
斉
　�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間�

11
月
12
日（
月
）〜
18
日（
日
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
ま
で�

                           
　
※
土
日
は
、午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時�

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、�

　
　
　

　
　
　   

電
話
し
て
く
だ
さ
い

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、�

　
　
　   

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。�

� 長
崎
地
方
法
務
局
・
長
崎
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会�

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０�

　
　
　
　
　
　
　 

（
全
国
共
通
）�

【問い合わせ】対馬市　健康推進課�
　　　　　　 ☎0920（58）1116

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン�
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九
州
運
輸
局
及
び
船
員
災
害
防

止
協
会
九
州
支
部
福
岡
地
区
支
部

で
は
、
漁
労
作
業
中
に
お
け
る
災

害
を
未
然
に
防
止
し
、
ひ
い
て
は

漁
船
の
安
全
操
業
の
向
上
に
努
め

る
た
め
漁
船
安
全
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
災
害
防
止
の
ほ

か
、
来
年
４
月
か
ら
義
務
付
け
ら

れ
る
一
人
乗
り
漁
船
の
作
業
用
救

命
衣
着
用
に
つ
い
て
も
説
明
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　（
１
時
間
30
分
程
度
）

■
会
場
　
豊
玉
文
化
会
館
大
集
会

　
室（
豊
玉
町
仁
位
３
７
０
番
地
）

■
受
付
期
間
　
10
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
26
日（
金
）

※
郵
送
の
申
込
書
は
10
月
26
日
　

　（
金
）ま
で
の
消
印
有
効

■
受
付
機
関
　
第
七
管
区
海
上
保

　
安
本
部
総
務
部
人
事
課
、
長
崎

　
海
上
保
安
部
管
理
課

■
採
用
人
員
　
航
海（
約
10
名
）、

　
機
関
（
約
10
名
）、通
信
・
技
術

　（
若
干
名
）、飛
行（
約
５
名
）、整

　
備（
約
５
名
）

■
試
験
日
　
第
１
次
（
教
養
）

　
11
月
18
日
、
第
２
次
（
人
物
試

　
験
・
身
体
検
査
等
）
11
月
19
日
、

　
実
技
試
験
（
飛
行
の
み
）
12
月

　
11
日
〜
12
月
13
日
の
う
ち
指
定

　
す
る
１
日

■
合
格
発
表
　
12
月
20
日
（
木
）

■
採
　
用
　
平
成
20
年
７
月
１
日

　
又
は
平
成
20
年
10
月
１
日

■
試
験
地
　
第
七
管
区
海
上
保
安

　
本
部
、
長
崎
海
上
保
安
部

■
受
験
資
格

①
航
海
及
び
機
関

　
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
者
で
、
受
験
時
に
お

　
い
て
有
効
な
次
の
免
状
を
有
す

　
る
者
﹇
航
海
＝
五
級
海
技
士

　（
航
海
）
以
上
、
機
関
＝
五
級

　
海
技
士
（
機
関
）
以
上
（
内
燃

　
機
関
の
限
定
を
含
む
）
﹈

②
通
信
・
技
術

　
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
又

　
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
歴
を
有

　
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
る
者
（
イ
＝
第
一
級
又
は
第
二

　
級
総
合
無
線
通
信
士
の
免
許
を

　
有
す
る
者
、
ロ
＝
第
一
級
又
は

　
第
二
級
海
上
無
線
通
信
士
の
免

　
許
を
有
し
、
か
つ
、
第
一
級
又

　
は
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士
の

　
免
許
を
有
す
る
者
）

③
飛
行
及
び
整
備

　
　
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
又

　
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
歴
を
有

　
し
、
受
験
時
に
お
い
て
有
効
な

　
次
の
免
状
を
有
す
る
者
（
飛
行

　
＝
国
土
交
通
大
臣
が
交
付
し
た

　
飛
行
機
又
は
回
転
翼
航
空
機
の

　
事
業
用
操
縦
士
の
資
格
以
上
の

　
技
能
証
明
を
有
し
、
か
つ
、
有

　
効
な
第
一
種
航
空
身
体
検
査
証

　
明
書
を
有
す
る
者
、
整
備
＝
国

　
土
交
通
大
臣
が
交
付
し
た
飛
行

　
機
又
は
回
転
翼
航
空
機
の
二
等

　
航
空
整
備
士
（
旧
三
等
航
空
整

　
備
士
を
含
む
）
の
資
格
以
上
の

　
技
能
証
明
を
有
す
る
者

■
申
込
用
紙
請
求
先
　
申
込
用
紙

　
は
、
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部

　
総
務
部
人
事
課
（
〒
８
０
１-

　
８
５
０
７
　
北
九
州
市
門
司
区

　
西
海
岸
１
丁
目
３
番
10
号
）
及

　
び
最
寄
り
の
海
上
保
安
部
署
に

　
て
交
付
し
ま
す
。

　
　
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す

　
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
赤
字

　
で「
試
験
請
求
・
船
艇
」と
書
き
、

　
１
４
０
円
切
手
を
同
封
し
て
下

　
さ
い
。

■
そ
の
他
　
こ
の
募
集
に
関
す
る

　
詳
細
は
、
海
上
保
安
庁
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.

　k
aih

o
.m

lit.g
o

.jp
/

）内
の
職

　
員
採
用
情
報
か
、
第
七
管
区
海

　
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
☎
0
9
3（
3
2
1
）2
1
5
0

（
内
線
2
1
3
3
〜
2
1
3
6
）

九
州
運
輸
局  
船
員
労
働
環
境
課�

☎
0
9
2（
4
7
2
）3
1
7
5

漁
船
安
全
講
習
会

漁
船
安
全
講
習
会�
漁
船
安
全
講
習
会�

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部�

　
　
　
　
　
　
総
務
部
人
事
課�

☎
0
9
3（
3
2
1
）2
1
5
0

海
上
保
安
庁
船
艇
職
員

海
上
保
安
庁
船
艇
職
員�

　
無
線
従
事
者
及
び

　
無
線
従
事
者
及
び�

　
　
　
航
空
機
職
員
募
集

　
　
　
航
空
機
職
員
募
集�

海
上
保
安
庁
船
艇
職
員�

　
無
線
従
事
者
及
び�

　
　
　
航
空
機
職
員
募
集�
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〔問い合わせ〕 �
保健部健康推進課�
☎0920（58）1116

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

美津島支
部�

美津島支
部�

　美津島支部では、食育活動の一環として、６月に鶏鳴幼稚

園で食育教室を実施しました。�

　フライパン一つでできる簡単なお弁当作り。親子でお弁当

の詰め方の学習と、ヘルスメイト手作りの紙芝居「三つの島

の冒険」の実演はとても好評でした。�

甘塩サケ・・・・・・・60g�
カレー粉・・・小さじ1/4�
小麦粉・・・・・・・・・適量�
サラダ油・・・小さじ1/2�
粉チーズ・・・大さじ1/2�
�

エネルギー・・165kcal�
タンパク質・・・15.0g�
カルシウム・・・・52mg�
食塩相当量・・・・・1.2g

１人分栄養価�材 料　（１人分）�

①サケにカレー粉をふり、小麦粉を�
　 まぶす。�

②フライパンに油を熱し、１を入れ、�
　 両面を２分ずつ焼く。�
　 チーズをふりかけ弱火で２分加熱する。�

作 り 方 �

■
10
月
の
上
映
予
定
（
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
）�

　
『
対
馬
で
映
画
を
見
る
こ
と
を
広
め
る
会
』

（
会
長
大
西
真
祥
）
は
、
佐
世
保
の
シ
ネ
マ
ボ
ッ

ク
ス
太
陽
の
誘
致
に
成
功
し
、
対
馬
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
毎
月
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

　
広
め
る
会
の
活
動
は
、
①
映
画
の
選
定
と
Ｐ
Ｒ

活
動
、
②
シ
ネ
マ
会
員
の
募
集
、
③
映
画
文
化
の

普
及
と
定
着
で
す
。
今
後
も
話
題
性
豊
か
な
映
画

の
上
映
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
シ
ネ
マ
会
員
募
集

　
加
入
す
る
と
会
員
割
引
が
家
族
で
利
用
で
き
ま

　
す
。
入
会
金
は
年
１
０
０
０
円
で
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

　
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
映
画
の
Ｐ
Ｒ
や
受
付
、

　
上
映
映
画
の
選
定
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

　
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
ご
意
見
及
び
会
員
の
申
込
み
先
】

　
事
務
局（
鍵
本
）０
９
０（
５
２
９
０
）７
１
４
６

仮面ライダー電王、�
獣拳戦隊ゲキレンジャー�

10月27日（土）�
28日（日）�

ハリー・ポッターと�
不死鳥の騎士団�
�
10月27日（土）�

28日（日）�

お弁当作りの�
　  ３つのコツ�

①　おかずは必ず冷ましてから入れましょう。
　　傷みの原因になります。
②　汁もれはＮＧ！　汁気はよくきってから詰めましょう。
　　おかかやすりごまを利用すると、水分を吸ってくれ風味もよくなります。
③　味付けは、やや濃いめにすると、冷めてもおいしく、傷みにくいです。特に夏場は腐敗防止効果のあ
　　るカレー粉、しょうが、酢、梅干しなどを使って気をつけましょう～♪
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映画が　　　　　　みたいです�

　今月４日から12日まで韓国釜山では釜山国際映画祭が開かれます。今年は
64カ国から275本の映画が上映されますが、開幕作は中国の「集結号」、閉
幕作は日本の「エヴァンゲリオン新劇場版」に決まりました。開閉幕作のチ
ケットは販売開始十数分で売り切れるほどの人気だったそうです。10月は映
画の色でたっぷり染まる韓国釜山になるわけですが、そこで今月は韓国の映
画の話をいたします。

国際交流員�成　修真�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

韓国の映画のはなし�

釜山国際映画祭�

スジンお勧めの映画JSA

■釜山国際映画祭と韓国映画�

「～ゴシポヨ」は動詞の語幹に付き�
　「～が～たいです」という意味です。�

修真　お勧めの韓国映画�
ス ジ ン �

１．猟奇的な彼女�
�
２．ラブストーリー�
３．J  S  A�
�

すごくかわいいけど猟奇的な彼女。実は彼女が猟奇的になった理由があるんですが、、、、�

笑いと感動いっぱいの映画です。�

1960，70年代の母の恋と今の私の恋を行き来しながら、繰り広げられるクラシックな愛の話。�

共同警備区域（JSA）に勤務する韓国と北朝鮮の兵士達が密かに友達になっていく話です。�

　釜山国際映画祭は、韓国を代表する国際
映画祭で1996年から始まり、今年で12回目
を迎えます。地方活性化の一環として釜山
を文化芸術の都にしようという試みからで
きた映画祭で、芸術性はあるもののスポッ
トが当てられていないアジア映画を充実し
て紹介したことが認められ、世界でも認め
られる映画祭にまで成長しました。
　韓国では、1903年から外国の映画が紹介
されるようになったのですが、韓国映画の
始まりは1919年「義理的仇鬪」です。植民
地時代、朝鮮戦争という制約の多かった時
代の下では、民衆の鬱憤を表現、晴らして
くれる役割もしました。70，80年代は、映

画は多数製作されるようになりますが、ま
だ映画といえばハリウッド、香港映画がも
てはやされた時代でした。
　それが、1998年の「シュリ」という映画
が転機となり、韓国映画は最盛期を迎えま
す。それまで試みたことのない北朝鮮のス
パイの話である「シュリ」が観客動員数
600万人を越える大ヒットとなり、韓国映
画に大きな可能性と希望を与えてくれたの
です。その後、次々と「シュリ」を越える
ヒット作が出てきて、韓国映画業界は活気
を帯びるようになりました。最初はわりと
戦争や北朝鮮の話が多かった韓国映画です
が、次第にテーマも多様化してきて、今は
まさに順風満帆です。
　韓国人の定番のデートコースは映画館。
それくらいよく映画を見に行きます。また
外国人にとって映画は韓国の事情、文化を
知ることができる教科書でもあります。韓
国人と話したこともない人が、映画で韓国
人の飲み会文化を知ったという話を私は何
回も聞きました。みなさんにも是非、韓国
映画を通して、韓国文化に触れて感じてほ
しいです。
　それでは、トマンナヨ～（また会いまし
ょう）

■韓国映画観客動員数�
１．グェムル漢江の怪物�
２．王の男�
３．ブラザーフッド�
４．シルミド�
５．チング�
６．D-WAR�
７．トンマコッルへようこそ�
８．タチャ�
９．美女はつらいよ�
10．華麗なる休暇�
（観客数1,200万人の場合、人口の4分の1が
　映画館で見た計算になります）

�

……約1,300万人�
……………………約1,200万人�

…………約1,170万人�
…………………約1,100万人�
………………………約810万人�
……………………約804万人�

…約800万人�
………………………約680万人�

……………約662万人�
………………約661万人�

うっぷん
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安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成19年中）� ９月30日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

40�
-9�
0�
0�
54�
-8

11�
6�
0�
0�
15�
8

51�
-3�
0�
0�
69�
0

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

■11月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

ひまわり基金�
法律事務所�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

19日（月）� 羽田野節夫 弁護士�
（　九　弁　連　）�

峰保健福祉センター�28日（水）� 【社協　峰　支　所】�
☎83‐0294

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

■11月の心配ごと相談�

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�
※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
受
付
分
）�

今
屋
敷
　
山
本
ハ
ナ
エ
　
92
歳

内
　
山
　
内
山
　
信
夫
　
80
歳

宮
　
谷
　
池
田
　
貞
則
　
83
歳

桟
　
原
　
北
森
惠
美
子
　
82
歳

樫
　
根
　
原
田
　
藤
吉
　
80
歳

上
　
槻
　
齋
藤
　
宣
治
　
58
歳

桟
　
原
　
村
瀬
　
　
巖
　
82
歳

国
　
分
　
神
宮
　
惠
一
　
81
歳

小
茂
田
　
井
田
　
喜
啓
　
47
歳

豆
　
酘
　

幡
　
佐
一
　
95
歳

赤
　
島
　
川
口
留
五
郎
　
88
歳

長
　
手
　
阿
比
留
鶴
子
　
83
歳

小
船
越
　
春
田
ス
エ
子
　
82
歳

平
瀬
原
　
水
本
モ
ヨ
リ
　
82
歳

中
の
町
　
中
島
ト
ミ
コ
　
89
歳

加
　
志
　
橘
　
　
竹
子
　
86
歳

中
　
浜
　
小
島
美
代
子
　
81
歳

中
の
町
　
井
　
　
満
江
　
77
歳

中
の
町
　
木
和
田
キ
チ
　
90
歳

女
護
島
　
田
中
　
喜
七
　
82
歳

水
　
崎
　
小
山
　
チ
ヨ
　
92
歳

加
志
々
　
岡
h
仙
太
郎
　
81
歳

位
之
端
　
上
松
ア
サ
ノ
　
85
歳

仁
　
位
　
永
留
　
　
満
　
53
歳

千
尋
藻
　
築
城
　
正
己
　
81
歳

　
廻
　
　
素
花
　
ヒ
サ
　
88
歳

千
尋
藻
　
原
田
　
優
美
　
48
歳

嵯
　
峨
　
梅
野
　
カ
ヨ
　
93
歳

見
世
浦
　
沖
中
　
房
代
　
62
歳

佐
　
賀
　
橋
本
　
庫
二
　
76
歳

　
櫛
　
　
阿
比
留
昭
子
　
80
歳

鹿
　
見
　
小
浦
キ
ク
コ
　
82
歳

志
多
留
　
野
方
　
浅
子
　
93
歳

　
湊
　
　
小
宮
　
光
良
　
80
歳

西
津
屋
　
小
田
ジ
ュ
ン
　
101
歳

瀬
田
二
　
宮
原
　
ト
ヨ
　
87
歳

一
　
重
　
平
間
　
智
子
　
83
歳

五
根
緒
　
阿
比
留
フ
ミ
子
80
歳

西
　
泊
　
修
行
　
大
助
　
93
歳

　
豊
　
　
八
島
　
　
猛
　
67
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《９月》�

対馬野生生物保護センター

10周年記念式典

災害見舞い、辞令交付式

災害見舞い、18年度決算

意見報告書説明

佐須坂トンネル整備期成会

地域交通検討委員会委嘱状

交付

交通安全キャラバン隊出発

式、対馬ひまわり基金法律

事務所引継披露会

佐須坂トンネル県陳情

　　　　　　　　（長崎）

陸上自衛隊対馬駐屯地新

隊員（後期）教育終了式、

入札監視委員会委員委嘱

状交付

議会定例会本会議

定例記者発表、

対馬海区漁業調整委員会

議会定例会本会議

朝鮮通信使シンポジウム

　　　　　　　　（東京）

２日

３日

４日

６日

７日

10日

11～12日

13日

18～20日

26日

28日

29～30日

お詫びと訂正�

　先月号８ページ　対馬まさかり

ドリームス野球教室の写真説明の

中で、「バッティング指導する福

本豊選手」と記載しましたが、正

しくは蓬莱昭彦選手でした。

　訂正してお詫び申し上げます。

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

５日（月）� 津 田 聰 夫 弁護士�
（　九　弁　連　）�

対馬市交流センター�12日（月）� 【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

今 泉 　 忠 弁護士�
（　九　弁　連　）�

村岡月子、山崎一宏�６日（火）�対馬市交流センター 第４会議室� よ ろ ず 相 談 �

佐伯　繁、武末伸夫�13日（火）� 上県町地域福祉センター� 障 害 者 相 談 �

永尾五助、川本早苗�20日（火）�対馬市交流センター 第４会議室� 子 育 て 相 談 �

阿比留利男、阿比留義教�27日（火）� 上県町地域福祉センター� よ ろ ず 相 談 �
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

毎週（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第1・2・3（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

13�

�

7・14・21・28�

�

7・14・21・28�

�

9�

�

7・14・21�

�

�

7・14・21・28�

�

17�

�

1・8・15・22・29

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

※１．☆印は診療科（内科）よりの予約患者
　　　様のみの診療を行っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代診致
　　　します。�

※３．予防接種について、薬の常備がない
　　　場合もありますので、電話等でお問
　　　い合わせください。�

※４．透析診療については、月曜日～土曜
　　　日まで午前中に診療しますので、お
　　　問い合わせください。�

※５．予約制で事業所健診・社会保険生活
　　　習慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第５（金）�

第３（月）�

�

第2・第4（木）�

第３（金）�

�

�

�

毎週（月・木）�

予約にて受付けています。�

6・13・20・27�

7・14・21・28

16�

�

2・16�

�

�

�

8・29�

�

19�

�

8・22

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（　 〃 　）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�

�

☆�

�

☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

眼 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

�

�

�

※�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

�

生活習慣病外来�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

5・8・12・15・19�

22・26・29

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

13・27�
�
6

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）�28 8:30̃11:00

肝細胞がんの内科的治療�

五十肩�

インフルエンザの予防法�

白内障の手術�

過呼吸症候群�

高齢男性の性生活�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

24時間電話で健康をお届けします�

11 

月 

の 

テ 

ー 

マ�

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

11月３日�

４日�

11日�

18日�

23日�

25日�

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

（厳原）�

（豊玉）�

（ 峰 ）�

（ 知）�

（ 峰 ）�

（厳原）�

☎０９５（８２６）５５１１�
日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �

健康テレホンサービス� 日曜・休日救急医療在宅当番医�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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現
在
対
馬
市
内
で
は
わ
ず
か
28
頭

（
平
成
19
年
４
月
現
在
）
ま
で
激
減
し

て
い
る
日
本
在
来
馬
八
種
の
一
つ
「
対

州
馬
」
。

　
昭
和
27
年
に
は
島
内
で
２
４
０
５
頭

を
数
え
、
か
つ
て
は
農
耕
馬
と
し
て
農

家
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
が
農
業

の
近
代
化
、
農
機
具
の
機
械
化
、
農
業

就
業
人
口
が
減
少
す
る
に
つ
れ
徐
々
に

姿
を
消
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
州
馬
は
、
温
厚
な
性
格
で
小
柄
な

が
ら
力
持
ち
と
い
う
そ
の
特
徴
を
活
か

し
、
活
躍
の
場
は
島
内
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
坂
道
が
多
い
長
崎
市
内

で
は
、
高
台
に
家
屋
を
新
築
す
る
際
、

車
に
よ
る
資
材
運
搬
が
困
難
な
た
め
、

近
年
ま
で
そ
の
手
段
と
し
て
対
州
馬
に

資
材
を
背
負
わ
せ
現
場
ま
で
運
ぶ
姿
が

見
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
上
県
町
目
保
呂
ダ
ム
馬
事
公
園
で
は
、

貴
重
な
対
州
馬
の
乗
馬
体
験
（
有
料
・

要
予
約
）
が
初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し

め
ま
す
。
G
I
ジ
ョ
ッ
キ
ー
気
分
で
秋

風
を
全
身
で
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
21
日
に
は
同
公
園
で「
初
午
祭
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
対
州
馬
に
よ
る
迫
力

の
あ
る
レ
ー
ス
、
乗
馬
体
験
な
ど
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
コ
ー
ス

を
激
走
す
る
対
州
馬
の
勇
姿
を
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

■
対
州
馬
乗
馬
体
験
の
問
い
合
わ
せ
先

　
目
保
呂
ダ
ム
馬
事
公
園

　
　
☎
０
９
２
０
（
８
５
）
１
１
１
３

【
お
知
ら
せ
】

　
観
光
交
流
課
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
「
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
交
流
課

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
FAX
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
２
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

asig
h

tseein
g

@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

〈
目
保
呂
ダ
ム
馬
事
公
園
・
対
州
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
〉�

　８月25、26日に松浦市で開催された第34回長崎県少年ソフトボール大会で、対馬代表

として参加した上県町の仁田ジュニアソフトボールクラブが、見事優勝を飾りました。同

大会での優勝は、対馬勢として初となる快挙です。

　大会には、県内各地から予選会を勝ち抜いた20チームが出場。仁田ジュニアは、１回戦

で長与ボンバーズ（西彼杵郡）に９－０、２回戦で上諫早ＳＢＣ（諫早市）に７－０で圧

勝すると、続く３回戦では強豪の港少年ソフトボール部（佐世保市）に２－１でサヨナラ

勝ちを収め、準決勝では志佐少年ソフトクラブ（松浦市）に９－１で快勝し、決勝戦では

日野ファイターズ（佐世保市）を４－０で下して、見事栄冠を勝ち取りました。

　春田真吾監督（35）によれば「チームワークが良く、守備が固いチーム」とのこと。キ

ャプテンの春田勇馬くん（11）は、「緊張はしませんでした。優勝できて夢のような感じ

です」と話してくれました。

め

ぼ

ろ

乗馬体験を楽しむ子ども�

快
挙
!!
　
長
崎
県
大
会
で
見
事
優
勝�

　
仁
田
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ


